
令和６年３月 12 日 
富山農林振興センター 
なのはな農業協同組合 

 
１ 黒星病対策について 
■落葉処理の見直し 

落葉した黒星病秋型病斑からの１次感染源である「子のう胞子」飛散は、３月中下旬頃から本格的に始ま

ると予想されます。 

落葉処理が終了した園地でも、葉が原型のまま残っていないか早急に再度確認をお願いします。 
 

２ これからの防除について 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

回数 散 布 月 日       薬剤名と希釈倍数 散布量 主な対象病害虫 
防除実施日 

(自己記入) 

２ 
３月１９～２１日 

（萌芽期） 
デランフロアブル １，０００倍 

３００

㍑ 
黒星病 

 

３ 
３月２９～３１日 

（りんぽう脱落直前） 
デランフロアブル １，０００倍 

３００

㍑ 

黒星病、赤星病、心

腐れ症（胴枯病菌） 

 

４ 
りんぽう脱落期 

（４月６～８日頃） 

ベルクートフロアブル 

エクシレルＳＥ 

１，５００倍 

５，０００倍 

３００

㍑ 

黒星病、輪紋病 

ﾊﾏｷﾑｼ類、ｼﾝｸｲﾑｼ

類、ｹﾑｼ類 

 

 

     

 

５ 
４月１３～１５日 

（開花直前）１分咲き 

ネクスタ―フロアブル 

ベルクートフロアブル 

１，５００倍 

１，５００倍 

３００

㍑ 

黒星病、赤星病 

輪紋病、黒斑病、 

うどんこ病 

 

６ 
４月２１～２３日 

（落花直後） 
デランフロアブル １，０００倍 

３００

㍑ 

黒星病、赤星病、心

腐れ症（胴枯病菌） 

 

特 ４月２４日～２７日頃 コンフューザーＮ １５０本/１０ａ 
ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾓﾓ

ｼﾝｸｲｶﾞ､ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ 

 

７ 
４月２８～３０日 

（落花 10 日後） 

オーシャイン水和剤 

トレノックスフロアブル 

ハチハチフロアブル 

３，０００倍 

５００倍 

２，０００倍 

３００

㍑ 

黒星病、赤星病、心

腐れ症（胴枯病菌） 

ﾆｾﾅｼｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ｱﾌﾞﾗﾑ

ｼ類、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

 

これからの梨の栽培管理について（第２号） 

①ハマキムシ類の発生が少ない園では４回目のエクシレルＳＥをダイアジノン水和剤 34（1，000 倍）に変更可能

です。 

②開花期頃にハマキムシ類の発生が多かった園では６回目のデランフロアブルにサムコルフロアブル10（5，000

倍）を混用してください。 

③散布に当たっては、希釈倍数や対象病害虫など、農薬容器のラベルを必ず確認してください。また、周囲の

他作物や住宅等への飛散防止に努めてください。特に通学路に面した園地では登下校時の時間帯を考慮し

て散布してください。また、防除開始時間は午前５時以降としてください。 
④雨天が予想される場合は、雨前散布を心掛けてください。 

⑤黒星病の芽基部病斑は見つけ次第、早急に切除して園外に持ち出し、適正に処分してください。 

⑥近年、ハマキムシ類等の発生が増加傾向にあるので、コンフューザーN は必ず設置してください。 

※今後の生育状況や、黒星病子のう胞子飛散状況によっては、防除日を変更する場合があります。 
（その場合、速やかにお知らせします）。 

☆開花期前後の防除は、黒星病の発生を左右する年間を通じて最も重要な防除です！！ 

☆防除は「降雨前」、SSは「低圧、低速、全列走行」を心掛け、散布ムラがないように 

 努めてください。 

※４回目の防除については、「幸水」長果枝のりんぽうが脱落したことを確認して実施してください！！ 

※りんぽう脱落前では、りんぽうに付着した農薬が、りんぽうと共に脱落し農薬付着が不十分な組織が現れ、

感染リスクが高まります（生育ステージの目安について資料が必要な方は、梨会館に取りに来てください）。 



３ 開花予測について 
向こう１カ月の天候は、平均気温が平年

並みまたは高い確率 40％と予報されていま

す（３/９新潟気象台発表）。 

このことから、今後の気温が３月２２日まで

は２週間気温予報の予想気温、その後が平

年並みに推移した場合、各品種の開花予

想は右表のとおりです（３/８現在）。 
 

４ 人工受粉の留意点 
（１）受粉は暖かい降雨の無い日に行いましょう 

気温が低い時間帯や降雨中の人工受粉では、花粉が発芽しなかったり、めしべに付かなかったりする

恐れがあります。日中の温かい時間帯に受粉を行いましょう。なお、受粉後３時間以内に降雨があった

場合や、受粉後に霜害を受けた場合には受粉をやり直しましょう。 

（２）貯蔵花粉使用の留意点 
貯蔵花粉を使用する場合は、発芽率を十分確認してから使用してください（本年も貯蔵花粉の発芽率

調査を実施します。表１「貯蔵花粉の発芽試験」参照） 

●発芽率が「◎」（発芽率７0％以上）のものは増量可能な良い花粉として扱えます。 

●発芽率が「○」（発芽率７0～50％）および「△」（発芽率５0～30％）のものは増量せず使用してください。 

●発芽率が「×」（発芽率 30％以下）のものは発芽率の高い花粉の増量剤としてのみ使用してください。 

表１ 貯蔵花粉の発芽試験 

 受付月日 受付時間 受付場所 結果の報告 

(旧)第１選果場管内 ３月13日(水) 午前９時～10時 梨会館 受付の２日後に梨会館入り口に貼

り出します（射水市は別途対応）。 (旧)第２選果場管内 ３月14日(木) 午前９時～10時 梨会館 

※受付日前日の朝に試験に使う分のみを冷凍庫から取り出し、直射日光と暖房を避けて保管してください。 

 
５ 防霜対策 
開花前～幼果期にかけて、冷気のたまりやすい園地では凍霜害の危険が高まります。下記（１）～（４）のとお

り、事前準備、防霜対策について留意してください。なお、防霜対策は、「安全限界温度」（表２）に基づき、凍

霜害が発生しやすい「花弁露出始期」～「幼果期」の期間中の梨園地の棚面の温度が-0.3℃を下回った時を

実施基準とします。 
 

表２ 生育ステージ別の安全限界温度(※)および対策実施基準 

生育ステージ 花弁露出始期 花弁白色期〜開花直前 満開期 幼果期 

安全限界温度 -2.5℃ -1.8℃ -1.3℃ -1.3℃ 

対策実施基準 -0.3℃（満開期の「安全限界温度」＋1.0℃） 

      ※安全限界温度：梨の樹が当該温度に１時間置かれた場合に、被害がわずかでも発生する温度 

（１）気温の低下軽減 

低温層の発生位置を出来るだけ低くするため、草生栽培園では短く刈り、棚面付近の気温低下の軽

減を図ってください。 

（２）冷気の流れ込み防止 

冷気が流入してくる方向にはネットを下ろす等、冷気の流入を防ぐよう努めてください。 

（３）気象情報等の把握 

霜注意報、予想最低気温等の把握に努めるとともに、梨園地低温警報メール（登録者のみ）の確認に

より、凍霜害発生リスクに備えましょう。 

（４）燃焼法による防霜対策 

降霜が予想される場合は、園地周囲のネットを下ろし、燃焼資材（灯油＋キッチンペーパー、または練

炭）を用いて園内の温度上昇や空気の対流促進を図りましょう。 

※防霜対策の詳細は令和４年３月に配布された「呉羽梨防霜対策マニュアル」で確認してください。 

4月15日 （＋9  ・　－1） 4月19日 （＋9  ・　－1）

4月12日 （＋9  ・　－1） 4月15日 （＋11 ・　－1）

4月13日 （＋9  ・　±0） 4月16日 （＋8  ・　＋1）

4月9日 （＋10 ・　－1） 4月12日 （＋10 ・　－1）

※前年・平年差は、プラス値は「遅い」、マイナス値は「早い」を表す

あきづき

新　高

開花始め（前年・平年差） 満開日（前年・平年差）

幸　水

豊　水

品種名
令和６年予測（3月8日現在）


